聖ウルスラ学院英智小・中学校　高等学校
児童・生徒のみなさんと保護者の皆様
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　「東日本大震災」発生から１カ月が経ちました。
親愛なるみなさん・皆様、いかがお過ごしでしょうか。
私は、“あの日”以降も度重なる余震におののきながら、神様の愛にすがる思いで平安を祈っています。
　この１カ月の間に、甚大な被害にあわれた在校生のご家庭や避難所を訪問しました。そうして、震災前の「普通の」生活が、いかに有り難いものであったかを感じ、「あたりまえ」ということは一つとしてないのだと身にしみました。大津波による被災地を巡り歩き、想像を絶する痛ましさに、ただただ涙が流れ、なすすべもない自分の存在の小ささに呆然と向き合うばかりでした。
　しかし、自然災害は今までも多々ありました。その都度、人間は、歯を食いしばりながらもその難局に立ち向かい、復興を成し遂げてきたのです。私が幼いころ、大雨で浸水した我が家を立て直していた家族や地域社会の人々のたくましい姿を思い出します。１９６０年のチリ地震津波を中学生として経験した私は、その時代すでに防災対策が奏功した実例を知りました。１９７８年の宮城県沖地震の時は、すでに本校の教員として対応にあたり、ライフライン復興までの多くの方々の取り組みに心を打たれました。いずれも、見ず知らずの人も仲間と感じ、温かな手を差し伸べ合いながら、復興への歩みを続けてきたのです。

　人間をはるかに超える途方もない力を実感する今、人知を超えた存在への畏怖の念をいだきつつ、「敬虔な精神」がやはり人間には必要なのだと思い知らされます。たとえば、震災前に取りざたされていた様々な社会問題も、この「敬虔な精神」からながめると、問題の大きさも本質も違って見え、そして解決の方向性さえも感じられるように思います。生き残った私たちがこの厄災から立ち上がるためにも、この「敬虔な精神」を根底においた「我の世界」（一人の内的世界）を構築し、凛として前を向き、「我々の世界」（現実の世の中）で他のすべての人々と共により強く生きる力を、一人ひとりが育んでいかなければならならいと思うのです。子どもたちはもちろん、大人もみずから、生き抜く力を育て発揮していかなければならないと思うのです。
　肉親を失った悲しみや住み慣れた家を失った辛さ、それらを多くの人々が共感し、また社会の様々な領域への震災の影響や対策を日本国中、世界中のみんなで考えている今、人生の価値観が変わりつつあります。まさに、歴史の転換点にいるようです。つまり、新しい時代が始まるのです。その担い手の中心となるのは、児童生徒の皆さん、あなたたちです。
　まもなく、始業式・入学式が行われます。震災からおよそ４０日間のこの日々を、自主的に自律的に生活して一回り大きく成長した皆さんと会える時を待っています。
